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議 会 運 営

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
議
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
議
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
再
び

議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

公
正
公
平
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
は
未
だ

見
え
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
新
生
活
を

推
進
し
、
経
済
活
動
の
回
復
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
、「
議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
議
会
力
・
議
員
力
ア
ッ
プ
と
議
会

活
動
の
重
要
性
な
ど
を
学
び
、
今
後
の
議
会
の
あ

る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
お
い
て
、
多
種

多
様
な
お
声
を
町
政
に
反
映
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
即
し
た
議
会
を
め
ざ
し
、
み
な
さ
ま
か

ら
の
負
託
に
お
応
え
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
副
議
長
と
い
う
大
役
を

拝
命
し
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
達
の
社
会
生
活
を
脅
か

し
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
が
依
然
と
し
て

ま
ん
延
す
る
な
か
、
昨
年
は
更
に
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円

高
に
よ
る
物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き

く
受
け
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
、
み
な
べ
町
の
状
況
を
考

え
た
場
合
に
少
子
高
齢
化
の
流
れ
や

諸
材
料
費
の
高
騰
、
梅
産
業
を
中
心

に
各
業
界
の
販
売
不
振
等
、
私
達
の

生
活
を
脅
か
し
て
い
る
課
題
は
、
更

に
増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
町
民
の

み
な
さ
ま
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら

他
の
議
員
と
共
に
議
長
を
支
え
、
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

原
は ら

田
だ

 覚
さとる

 議長

出
で

口
ぐち

　晴
はる

夫
お

 副議長

●総務文教常任委員会（7 名）
町財政・町有財産・消防防災・社会福祉・健康保険・
教育関係など事務調査や請願審査を行います。
◆委員長　宮﨑繁幸　◆副委員長　玉井伸幸
◆委　員　池田三千留　天野仁　谷本吉弘
　　　　　棒引清　出口晴夫

●産業建設常任委員会（7 名）
ゴミや環境・農林漁業・観光・都市計画・道路橋梁河川・災
害・上下水道などの事務調査や請願審査を行います。
◆委員長　井口雅裕　◆副委員長　細川安弘
◆委　員　山本秀平　真造賢二　下村勤
　　　　　丸山幸雄　原田覚

●議員定数等検討特別委員会（14 名）
議員定数、議員報酬、政務活動費等に関する検討を行います。
◆委員長　天野仁　◆副委員長　下村勤　◆委　員　その他全議員

●議会運営委員会（6 名）
議会運営に必要なことを決定しています。
◆委員長　谷本吉弘　◆副委員長　山本秀平
◆委　員　池田三千留　真造賢二　井口雅裕
　　　　　宮﨑繁幸

●議会広報特別委員会（6 名）
「議会だより」を編集、発行します。
◆委員長　山本秀平　◆副委員長　棒引清
◆委　員　池田三千留　真造賢二　細川安弘
　　　　　玉井伸幸

各委員会の構成

新体制で スタート！
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12 月議会のあらまし

貨物運送事業者支援
500万円

遊漁船燃油対策支援
60万円

これらは、ともに燃油の高騰に伴う事業経費
の負担増に応える町独自の補助金です。

貨物運送事業者には、1台につき50,000円、最
大20台分までを支援することとしています。遊
漁船事業者に対しては燃油の使用料の20%を支
援することになっています。

新規就農者育成総合対策
450万円

40代以下の若手の農業従事者の拡大を念頭に、
機械･施設等の導入や経営資金の支援、さらに
は継続的なサポート体制の充実に関する施策の
ためのものです。

エネルギー関連経費の補正
2,815万円

電気、ガス、燃油等の高騰をうけて、町が管
理する施設・設備の光熱費や動力費の増額補正
が必要となりました。

公共交通原油価格対策支援
100万円

原油やガスの高騰により大きな影響を受けて
いるバス、タクシー等の事業者を対象とした補
助金です。県からの補助とこれに上乗せする町
の補助事業です。

お買い物券配布
6,116万円

新型コロナウィルス感染症による影響が長
期化するなか、町民全員を対象にひとりにつき
5,000円のお買い物券を配布するものです。

●注目予算をピックアップ

補 正 予 算
項　　目 補正額 主な内容 総　　額

一　般　会　計 1億 2,981 万円

お買い物券配布 6,116 万円

94 億 554 万円

新規就農者育成総合対策 450 万円

公共交通原油価格対策支援 100 万円

貨物運送事業者支援 500 万円

遊漁船燃油対策支援 60万円

漁業者向け燃油支援 300 万円

田辺市へのゴミ処理委託 399 万円

庁舎管理費 400 万円

教育関係施設管理費 771 万円

特
別
会
計

水道事業 600 万円 浄水、給水関係動力費 600 万円 3億 1,645 万円

下水道事業 341 万円 管渠・処理関係動力費 341 万円 7億 4,992 万円
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12 月議会のあらまし

１２月定例会で審議された主な条例改正の内容

みなべ町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例

みなべ町職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

　国家公務員の定年を 65 歳まで延長する国家公務員法の改正に合わせ、昨年 6 月に地方公務員

法が改正されました。それを受け、本町でも職員の定年を現行の 60 歳から 65 歳まで延長するた

めの条例改正を行いました。

1. 定年の段階的引き上げ

　現行 60 歳の定年を段階的に引き上げて 65 歳とする。

※定年の引き上げに併せて、現行の 60 歳定年退職者の再任用制度は廃止。

ただし、定年の段階的な引き上げ期間中は、定年から 65 歳までの間の経過措置として現行と

同様の制度を存置

2. 役職定年制（管理監督職勤務上限年齢制）の導入

組織の活力を維持するため、管理監督職（主幹、副課長、課長、参事）の職員は、60 歳の誕

生日から同日以後の最初の 4 月 1 日までの期間に他の職（管理監督職以外の職等）に異動させる。

3. 60 歳に達した職員の給与

当分の間、職員の給料月額は、職員が 60 歳に達した日後の最初の 4 月 1 日（特定日）以後、「7

割水準」とする。

4. 定年前再任用短時間勤務制の導入

定年引き上げにより 65 歳までフルタイムで勤務することを原則とするなか、60 歳以降の職

員の多様な働き方のニーズに対応するため、60 歳以後に退職した職員を本人の意向を踏まえ、

短時間勤務の職で再任用できる制度を設ける。

　本町の職員給与等は、国や県の人事院勧告による給与

改定に準じて改正を行ってきました。今回同様に給与条

例の改正を行いました。

　特に初任給では、大卒程度で 3,000 円、高卒程度で

4,000 円を引き上げ。これを踏まえ、20 歳台半ばに重点

を置き、初任の係長級の若手職員にも一定の改善が及ぶ

よう、30 歳台半ばまでの職員が在職する号俸について

改定を行いました。

現行 令和 5年度
　～ 6年度

令和 7年度
　～ 8年度

令和 9年度
～ 10 年度

令和 11 年度
　～ 12 年度

令和 13 年度
　～以降

定　年 60歳 61 歳 62 歳 63 歳 64 歳 65 歳

給与勧告のポイント

①民間給与との格差（0.23%）を
埋めるため、若年層の給料月額を
引き上げ
②ボーナスを引き上げ（0.10 月
分）、民間の支給状況等を踏まえ
勤勉手当に配分
年間 4.30 月分→ 4.40 月分
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12 月議会のあらまし

屈
折
検
査
機
購
入
費

※
3
歳
児
の
弱
視
検
査
の
た
め

の
機
器　
　
　
（
１
２
１
万
円
）

Q
３
歳
児
、
眼
科
２
次
健
診

の
屈
折
検
査
を
行
う
の
に
何
か

医
療
資
格
が
い
る
の
か
。

A
こ
の
機
械
を
使
う
に
は
、

特
に
資
格
が
欲
し
い
わ
け
で
も

な
く
保
健
師
で
対
応
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

条 

例 

改 

正

み
な
べ
町
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

Q
例
え
ば
、
12
月
に
定
年
を

迎
え
た
課
長
は
１
月
に
な
っ
た

ら
管
理
職
を
辞
め
、
人
事
異
動

と
な
る
の
か
。

A
今
度
、
定
年
延
長
に
な
っ

た
ら
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
に
な
り
ま
す
の
で
、

60
歳
で
退
職
と
な
り
ま
す
。
そ

の
方
が
早
く
辞
め
よ
う
と
思
え

ば
、
60
歳
の
誕
生
日
の
時
点
で

辞
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
再
任
用
職
員
と
同
じ

内
容
に
な
り
ま
す
。

Q
管
理
職
の
場
合
、
年
度
末

ま
で
そ
の
職
に
と
ど
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

A
例
外
は
あ
り
ま
す
。
必
ず

役
職
を
降
格
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
町
長
が
特
別
に
認
め
、

必
要
と
し
た
場
合
は
そ
の
ま
ま

管
理
職
で
置
く
こ
と
も
可
能
で

す
。

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

Q
定
年
を
迎
え
る
管
理
職
の

状
況
を
事
前
に
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

A
定
年
を
迎
え
る
前
年
度
中

に
退
職
後
ど
う
い
う
働
き
方
を

希
望
す
る
の
か
を
聞
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
生
か
し

て
人
事
異
動
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

追 

加 

議 

案

み
な
べ
町
子
育
て
交
流
施
設
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

Q
こ
の
交
流
施
設
に
関
し

て
、
専
門
性
に
立
脚
し
た
相
談

体
制
、
気
軽
な
相
談
体
制
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
教

育
委
員
会
の
考
え
は
。

A
子
育
て
に
関
わ
っ
て
幼
児

教
育
関
係
、
あ
る
い
は
保
健
セ

ン
タ
ー
の
ほ
う
か
ら
も
子
育
て

の
悩
み
に
関
わ
る
よ
う
な
保
健

師
で
あ
る
と
か
、
常
駐
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
そ
の
辺
の
ニ
ー
ズ
に
は
応

え
て
い
く
準
備
は
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
際
に
、
利
用
さ
れ
る

方
々
か
ら
の
声
も
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

み
な
べ
町
お
買
い
物
券
配
布
事

業
費　
　
（
６
，
１
１
６
万
円
）

Q
お
買
い
物
券
は
、
こ
れ
ま

で
何
度
も
配
布
さ
れ
て
き
た

が
、
ど
う
い
っ
た
分
野
に
使
用

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
調
査
が

必
要
で
は
。

A
お
買
い
物
券
配
布
は
今
回

で
第
５
弾
に
な
り
ま
す
。
大
半

は
換
金
率
98
％
か
ら
99
％
で

す
。
数
字
の
換
金
率
の
み
で
あ

れ
ば
、
把
握
で
き
る
か
な
と
思

い
ま
す
。
事
務
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
で
行
っ
て
い
て
、随
時
、

換
金
し
ま
す
の
で
、
振
込
先
は

分
か
り
ま
す
。
分
類
分
け
を
す

る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
の

で
、
調
査
、
分
析
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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10 月臨時会のあらまし

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援　7,500万円
物価・賃金・総合対策として、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家

計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対して、1世帯あたり5万円が給付されま
す。

全額、国庫補助金によりまかなわれます。
給付対象者
（1）住民税非課税世帯

基準日（令和4年9月30日）においてみなべ町に住民登録があり、かつ世帯全員の令和4年度の
住民税均等割が非課税である世帯。生活保護世帯も対象に含まれます。

（2）家計急変世帯
予期せず令和4年1月から令和4年12月までの収入が減少し、世帯全員のそれぞれの収入見込額
が住民税非課税水準に相当する額以下の世帯。

●注目予算をピックアップ

補 正 予 算10 月臨時会の
項　目 補正額 主な内容 総　　額

一般会計 9,103 万円

議会費・講師謝礼金 18万円

92 億 7,572 万円

総務一般管理費・修繕費 85万円

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援 7,500 万円

保育所及びこども園給食賄材料費 66万円

小中学校給食賄材料費 479 万円

文化財保護・遺物整理業務委託料 71万円

総務一般管理費・修繕費　85万円
堺地区・森の鼻に設置していた防犯カメラ3

台が、塩害による損傷が激しいために買い替え
るものです。

この防犯カメラは、録画監視を行うことで密
漁等の犯罪を抑止するために設置されたもので
す。

議会費・講師謝礼金 18万円
議会では特別委員会を立ち上げ、議員定数、

報酬、政務調査費をどうするかについて検討し
ています。それらを検討するための勉強会の講
師への謝礼金です。

小中学校給食賄材料費　479万円
給食材料費や光熱費の高騰により、給食事

業の運営が非常に厳しくなっています。そこで
一人当たりの1日の給食代を小学校は250円から
270円、中学校は270円から300円に値上げしま
す。ただし、その値上げ分は新型コロナ対策臨
時交付金により補填されるため、保護者の負担
は変わりません。
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一般質問

教　育 出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

 議員
質問 海外交流を契機に、みなべの生徒を海外派遣へ
答弁 海外交流は民間主導での実施が本来あるべき姿

行政でバックアップできる部分は手伝いたい！

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
落
ち
着
き
が
前
提
と

な
る
が
、
次
代
を
担
う
町

内
の
生
徒
達
に
国
際
感
覚

を
養
っ
て
も
ら
う
た
め
に

海
外
交
流
派
遣
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　

希
望
し
た
場
合
に
、「
生

涯
学
習
推
進
基
金
条
例
」

（
基
金
残
高
１
億
円
）
が

あ
る
が
、
こ
の
内
容
が
町

内
の
保
護
者
や
生
徒
に
情

報
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
合
併
以
降
こ
の

要
綱
を
活
用
し
て
海
外
へ

視
察
研
修
し
た
生
徒
は
い

た
の
か
。

分
析
な
ど
、
十
分
な
検
討

を
行
い
な
が
ら
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

県
人
会
国
際
大
会
を
契
機
に

民
間
主
導
で
交
流
加
速
を

再
質
問　

来
年
１０
月
に
、

第
２
回
和
歌
山
県
人
会
国

際
大
会
が
開
か
れ
、「
故

郷
巡
り
ツ
ア
ー
」
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
会

を
捉
え
て
、
民
間
主
導
で

の
児
童
生
徒
を
海
外
派
遣

で
き
る
き
っ
か
け
作
り
に

応
援
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

先
ほ
ど
の
条
例
の

周
知
に
つ
い
て
は
、
現
場

サ
イ
ド
を
中
心
に
何
ら
か

の
機
会
を
捉
え
て
、
発
信

町
長　

こ
の
基
金
条
例
は
、

中
学
生
以
上
の
学
生
の
海

外
留
学
に
対
す
る
助
成
以

外
に
地
域
産
業
の
振
興
、

社
会
福
祉
、
健
康
対
策
の

充
実
な
ど
、
様
々
な
事
業

が
対
象
で
、
海
外
留
学
事

業
で
の
生
徒
派
遣
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

先
日
の
子
ど
も
議
会
で

も
海
外
留
学
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
必
要
で
あ
れ

ば
前
向
き
に
考
え
て
行
き

た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

現
実
的
に
海
外
派
遣
と

な
れ
ば
、
学
校
の
立
場
や

考
え
方
等
を
加
味
し
な
が

ら
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長　

旧
村
に
お
い

て
、
国
際
交
流
研
修
を
平

成
１０
年
度
か
ら
７
回
行
い
、

累
計
１
４
１
名
の
中
学
生

を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

派
遣
し
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
前
の
状
況
に
比

べ
る
と
海
外
渡
航
リ
ス
ク

は
高
く
、
海
外
で
の
危
機

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

第
２
回
目
の
県
人
会
の

交
流
ツ
ア
ー
は
喜
ん
で
歓

迎
し
た
い
。　
　
　

　

民
間
主
導
の
交
流
派
遣

は
本
来
そ
う
あ
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
行
政
と
し

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る

部
分
は
手
伝
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
育
長　

中
学
校
で
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

国
際
理
解
に
関
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
勉
強
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
語
学
と

の
絡
み
も
考
慮
し
て
生

徒
・
保
護
者
に
案
内
す
る

な
ど
、
海
外
派
遣
の
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

自
己
負
担
を
減
ら
し
て

誰
で
も
参
加
で
き
る
環
境
を

再
々
質
問　

海
外
派
遣
の

最
大
の
目
的
は
、
言
語
の

マ
ス
タ
ー
だ
け
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
で
経

済
的
な
理
由
か
ら
参
加
申

し
込
み
で
き
な
い
生
徒
も

想
定
さ
れ
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
に
支
援
専
用
バ
ナ
ー

を
設
け
て
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
環
境
作
り
を
。

町
長　

松
原
安
太
郎
氏
の

偉
業
や
功
績
を
未
来
へ
の

子
供
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
な

ど
で
あ
れ
ば
可
能
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
目
標
金

額
の
設
定
か
ら
始
め
、
他

の
団
体
と
の
広
域
連
携
に

よ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
ふ
る
さ
と
納

税
に
新
た
な
使
途
を
加
え

る
な
ど
、
多
く
の
方
か
ら

の
支
援
を
得
る
た
め
に
、

教
育
委
員
会
と
も
協
議
し

な
が
ら
検
討
を
加
え
て
ま

い
り
た
い
。

▲松原安太郎生誕 130 周年記念事業（パネルディス
カッション）で、学生達も強く海外交流を希望

▲子ども議会（高城中学校）の中でも
　生徒から海外留学の実施を提案
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一般質問

下
しも

村
むら

　 勤
つとむ

 議員

質問 梅干し入り容器を各戸に配布を
答弁 農業振興協議会と協議しとりくみたい

産　業

質
問　

こ
こ
３
年
程
、
梅

が
比
較
的
高
価
格
で
取
引

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
の
後
半
か
ら
需
要
が
落

ち
込
み
業
者
の
引
き
取
り

も
な
く
、
年
末
の
支
払
い

を
控
え
て
た
い
へ
ん
だ
と

嘆
く
農
家
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
肥
料
や

原
油
の
高
騰
も
重
な
り
、

農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は

非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
に
対
し

て
、
ま
た
町
民
の
健
康
を

願
い
、
町
か
ら
各
家
庭
に

梅
干
し
入
り
の
容
器
を

配
っ
て
は
ど
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

町
長　

現
在
、
梅
の
消
費

が
低
迷
し
、
梅
産
業
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
町

に
よ
る
調
査
で
は
、
意
外

に
町
民
の
皆
さ
ん
は
梅
干

し
を
食
べ
て
い
な
い
状
況

が
見
て
と
れ
、
か
つ
て
梅

干
し
容
器
を
各
家
庭
に
配

布
し
て
は
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
、
再
度
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
み

な
べ
町
が
「
梅
で
健
康
の

町
」
を
宣
言
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
も
念
頭
に
思

い
切
っ
て
容
器
入
り
の
梅

干
し
を
配
布
し
、
梅
イ

コ
ー
ル
健
康
の
取
り
組
み

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
よ
い

と
考
え
ま
す
。

　

進
め
方
に
つ
い
て
は
、

農
業
振
興
協
議
会
に
も
意

見
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

昨
年
３
月
議
会
で

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

も
と
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
の
結
果
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
か
れ
ま
す
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

学
校
統
合
に
つ

い
て
は
、
昨
年
７
月
に
清

川
、
高
城
、
上
南
部
の
３

地
区
で
保
育
所
や
小
中
学

校
の
保
護
者
役
員
、
各
区

長
の
参
加
の
も
と
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
る
意

見
が
出
て
、
10
月
に
保
護

者
や
小
中
学
生
向
け
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
３
地

区
全
体
で
み

る
と
、
統
合

を
進
め
る
べ

き
が
20
％
台
、

将
来
的
に
検

討
す
べ
き
が

40
％
台
、
現

状
の
ま
ま
が

よ
い
が
20
％

台
で
し
た
。

　
「
将
来
的

に
検
討
」
を

含
め
れ
ば
賛

成
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
が
、「
将

来
」
の
時
期
が
判
断
し
づ

ら
く
、
再
度
年
末
に
か
け

「
賛
成
（
で
き
る
だ
け
早

く
）、反
対（
現
状
の
ま
ま
・

時
期
尚
早
）」
の
二
者
択

一
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
賛
成
多
数
で
あ

れ
ば
検
討
委
員
会
を
設
置

し
協
議
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
地
域

の
方
々
に
も
ご
意
見
を
伺

い
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

も
し
仮
に
賛
成
が
大
半
を

占
め
て
も
、
反
対
の
方
々

に
少
し
で
も
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ど
こ
か

で
方
向
性
を
決
め
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問 

町
内
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
の
考
え
は

答
弁 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
た
い

教 育

低
迷
す
る
梅
消
費
へ
の
一
助
、

町
内
各
戸
に
梅
干
し
入
り
容
器
を
配
布
し
て
は

みなべ町議会だより P8



一般質問

考
に
し
た
い
。

幅
広
い
各
種
の
Ｐ
Ｒ
が

必
要
で
は
な
い
か

再
々
質
問　

移
住
招
致
に

向
け
て
は
よ
り
積
極
的
な

情
報
提
供
が
必
要
で
は
な

い
か
。
町
以
外
の
外
部
の

サ
イ
ト
を
活
用
し
た
り
、

町
の
サ
イ
ト
で
も
移
住
関

連
の
情
報
を
ま
と
め
て
掲

載
し
、
わ
か
り
や
す
く
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
町
は
各
地

に
出
向
い
て
梅
を
Ｐ
Ｒ
し

て
き
た
実
績
が
あ
る
。
う

め
課
と
産
業
課
が
協
働
し

販
売
促
進
及
び
移
住
招
致

に
あ
た
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

み
な
べ
町
と
し
て

Ｐ
Ｒ
不
足
の
部
分
は
否
め

な
い
。
た
だ
現
状
で
は
困

難
さ
も
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
に
精
通
す
る
方
の
協
力

を
得
て
ア
ピ
ー
ル
に
努
め

た
い
。
梅
の
販
売
促
進
活

動
に
あ
わ
せ
て
の
移
住
に

つ
い
て
の
対
人
Ｐ
Ｒ
も
検

討
し
た
い
。

質問 移住招致の広範なとりくみを
答弁 新たな補助や積極的なＰＲに努めたい

まちづくり 玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

協
力
者
の
負
担
軽
減
・

動
機
付
け
を

質
問　

昨
年
度
、
私
は
県

の
空
き
家
改
修
補
助
金
を

利
用
し
、
い
く
つ
か
の
疑

問
を
感
じ
た
。
空
き
家
提

供
者
は
大
家
の
立
場
、
そ

れ
ゆ
え
物
件
管
理
に
は

様
々
な
責
任
が
伴
い
、
そ

れ
は
今
後
に
わ
た
っ
て
続

く
。
し
か
し
、
現
状
で
は

こ
れ
ら
の
負
担
に
対
し
て

必
ず
し
も
応
え
切
れ
て
い

な
い
と
感
じ
る
。
県
の
制

度
を
補
完
す
る
町
独
自
の

施
策
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

そ
こ
で
は
、
協
力
へ
の
支

援
金
と
い
っ
た
も
の
を
用

意
し
て
は
と
思
う
。
提
供

者
の
多
方
面
の
負
担
に
応

え
、
ま
た
新
た
な
動
機
づ

応
援
金
等
々
、
数

多
く
施
策
を
設
け

て
い
る
例
も
。
ま

た
、
新
規
就
農
に

向
け
安
い
住
宅
を

用
意
し
、
２
年
間

栽
培
や
経
営
の
研

修
制
度
を
整
え
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
不
安
に
応
え

る
広
範
な
施
策
に

よ
り
魅
力
度
を
上

げ
、
移
住
へ
と
繋

げ
て
行
け
れ
ば
と
思
う
が
。

町
長　

ま
ず
は
住
居
の
確

保
が
大
事
で
、
空
き
家
の

提
供
に
と
り
く
ん
で
い
る

と
こ
ろ
。
県
で
は
東
京
や

大
阪
に
移
住
相
談
の
窓
口

を
設
け
情
報
提
供
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
と
の
連
携

を
強
め
た
い
。
現
状
で
は
、

町
独
自
の
就
職
紹
介
は
し

て
い
な
い
が
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
を
手

渡
し
て
い
る
。
今
後
、
必

要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も

全
国
的
な
先
進
事
例
を
参

け
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

改
修
工
事
の
負
担

や
移
住
時
の
生
活
安
定
の

た
め
の
負
担
を
想
定
し
、

町
独
自
と
し
て
空
き
家
所

有
者
等
お
よ
び
移
住
者
を

対
象
に
支
援
を
検
討
し
た

い
。
そ
の
要
件
や
金
額
等

の
詳
細
は
今
後
精
査
し
た

い
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
あ
る
種
の
線
引
き
を

設
け
な
い
協
力
金
の
よ
う

な
も
の
を
考
え
て
い
る
。

移
住
希
望
者
の
不
安
に

応
え
る
施
策
の
充
実
を

再
質
問　

移
住
を
志
す
人

は
何
か
と
不
安
だ
。
全
国

で
は
そ
れ
に
応
え
る
施
策

が
充
実
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
一
定
期

間
試
験
的
に
住

ん
で
も
ら
う
お

試
し
移
住
。
あ

る
い
は
、
引
っ

越
し
応
援
金
や

子
ど
も
応
援

金
、
孫
タ
ー
ン

▲みなべ町の空き家登録

▲改修の前後

みなべ町議会だよりP9



一般質問

質
問 

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
不
安
と
町
の
対
応

答
弁 

強
制
で
あ
れ
ば
従
わ
ざ
る
を
得
な
い

行 政

美　化

質問 まちづくりの一環として心和む美化の拡充を
答弁 行政主導ではなく自発的活動にバックアップ

池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問　

町
の
美
化
に
は
、

山
、
川
、
海
、
各
地
区
の

公
園
、
溝
・
道
路
の
清
掃

等
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
そ

の
ひ
と
つ
で
、
南
部
駅
前

周
辺
の
「
駅
前
通
り
を
花

い
っ
ぱ
い
に
」
と
い
う
社

会
福
祉
協
議
会
の
関
係
す

る
団
体
が
７
年
前
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
活
動
に
、

地
域
か
ら
自
発
的
参
加
者

が
増
え
た
こ
と
を
知
っ
た
。

行
政
と
地
域
の
つ
な
が
り

を
深
め
広
め
て
、
町
の
美

化
の
拡
充
を
求
め
る
。

町
長　

ま
ち
づ
く
り
の
美

化
活
動
と
し
て
、
道
路
、

公
園
、
河
川
、
海
岸
等
で

の
現
在
の
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
を
お

願
い
し
な
が
ら
、
な
お
一

層
の
町
内
の
美
化
の
拡
充

に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

再
質
問　

み
な
べ
町
の
顔

で
も
あ
る
駅
前
・
庁
舎
・

世
界
農
業
遺
産
の
看
板
周

辺
等
の
美
化
活
動
に
自
発

質
問　

政
府
が
健
康
保
険

証
を
廃
止
し
、
２
０
２
４

年
秋
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
一
体
化
す
る
方

針
と
し
て
い
る
こ
と
に
関

し
て
全
国
的
に
不
安
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
町
民

に
と
っ
て
便
利
な
こ
と
な

の
か
。
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
人
の
対
応
は
。
マ

イ
ナ
保
険
証
を
使
え
る
医

療
機
関
や
薬
局
は
近
辺
で

は
何
ヵ
所
あ
る
の
か
。
暗

証
番
号
を
３
回
ま
ち
が
え

る
と
電
子
証
明
書
が
使
え

な
い
、
ロ
ッ
ク
の
解
除
に

町
の
窓
口
に
行
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
よ
う
だ
が
急

病
で
病
院
に
行
っ
て
も
使

え
な
い
、
実
費
払
い
と
な

る
の
で
は
と
い
う
不
安
。

他
に
も
多
く
の
不
安
を
聞

く
。

　

町
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

町
長　

国
か
ら
の
正
式
な

的
に
参
加
し
た
い
と
考
え

る
人
や
団
体
に
、
今
以
上

の
情
報
提
供
や
と
り
か
か

る
た
め
に
必
要
な
助
成
を

考
え
て
い
く
こ
と
は
で
き

な
い
か
。　

町
長　

ま
ず
自
ら
の
地
域

は
自
ら
で
美
化
を
し
て
い

こ
う
と
。
そ
こ
に
行
政
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
、

行
政
主
導
で
は
な
か
な
か

物
事
は
進
ま
な
い
の
で
、

み
な
さ
ん
の
力
を
お
借
り

し
な
が
ら
進
め
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
情
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形

で
増
や
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

通
達
や
今
後
の
対
応
策
は

何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
す
。
機
器
の
配
置
が

非
常
に
遅
れ
て
い
て
若
干

期
限
を
延
ば
す
と
い
う
報

道
も
。
す
べ
て
の
医
療
機

関
に
機
器
が
配
置
さ
れ
た

時
点
で
一
体
化
す
る
の

が
本
来
か
と
思
い
ま
す

が
、
現
状
対
応
が
追
い
つ

い
て
い
な
い
状
況
で
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。
マ
イ

ナ
保
険
証
が
利
用
可
能
な

医
療
機
関
や
薬
局
は
11
月

末
で
み
な
べ
町
内
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
御

坊
・
日
高
郡
内
は
４３
施
設
。

田
辺
・
西
牟
婁
地
域
で
は

８６
施
設
。
県
全
体
で
は

７
７
７
施
設
の
３６
％
と
い

う
状
況
で
す
。

再
質
問　

法
律
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
任
意
な

の
に
マ
イ
ナ
保
険
証
が
義

務
化
と
い
う
疑
問
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
不
安
で

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

人
へ
の
課
題
も
多
い
。
早

め
の
情
報
収
集
と
対
応
を

考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。
不
安
な
声
へ

の
町
の
受
け
止
め
方
は
い

か
が
か
。

　
　
　
　
　
　

町
長　

い
ろ
ん
な
形
で
不

安
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
国
の
状
況
に
よ
っ

て
、
強
制
で
あ
れ
ば
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決

ま
る
ま
で
じ
っ
と
指
を
く

わ
え
て
見
て
い
る
の
か
と

い
う
部
分
で
は
、
各
市
町

村
会
で
話
し
合
い
も
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

▲マイナ保険証機器（例）
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一般質問

質問 更なる梅の消費拡大を
答弁 様々な施策を実施、オール紀州の梅

産地としても

産　業 真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

 議員

Ｐ
Ｒ
で
き
る
表
現
も
研
究

し
て
い
き
ま
す
。
南
部
梅

林
へ
の
看
板
は
早
急
に
設

置
し
ま
す
。
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
で
の
全
国
Ｐ
Ｒ
は
斬

新
な
案
で
あ
り
、
課
内
で

検
討
を
進
め
ま
す
。
備
蓄

梅
干
し
は
都
区
外
へ
も
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。
海

外
へ
の
消
費
拡
大
は
農
業

遺
産
の
事
業
と
し
て
、
Ｐ

Ｒ
や
商
談
会
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町

HP
の
梅
料
理
レ
シ
ピ
は
早

急
に
改
善
し
ま
す
。
梅
贈

り
文
化
の
創
出
は
、
定
着

す
れ
ば
大
き
な
需
要
が
期

待
で
き
ま
す
。
い
つ
の
日

が
良
い
か
、
業
界
と
も
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
梅
屋
さ
ん
と
の

協
働
は
、
紀
州
梅
の
会
の

場
で
若
梅
会
と
様
々
な
協

議
を
し
て
い
ま
す
。
オ
ー

ル
紀
州
の
梅
産
地
と
し
て
、

こ
の
状
況
を
打
開
す
べ
く

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

再
質
問　

機
能
性
の
特
許

取
得
は
、
梅
の
効
能
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
方
向
に
反
す

る
の
で
は
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
抑
制
の
研

究
成
果
は
、
大
き
な
反
響

が
な
く
消
費
拡
大
に
も
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
、
今
後

の
方
針
は
。

　
う
め
課
長　

特
許
に
つ
い

て
は
条
例
改
正
も
含
め
、

運
用
を
検
討
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
抑
制
機
能

は
、
更
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

成
分
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

質
問　

今
年
の
梅
を
取
り

巻
く
状
況
は
深
刻
。
こ
の

状
況
が
続
け
ば
、
梅
屋
さ

ん
の
経
営
も
農
家
の
生
活

も
更
に
厳
し
く
な
る
。
そ

の
結
果
、
後
継
者
不
足
、

生
産
量
減
、
税
収
減
、
人

口
減
に
。
今
が
そ
の
瀬
戸

際
で
は
。（
梅
加
工
販
売

業
者
＝
梅
屋
さ
ん
と
表

現
）

　

う
め
課
の
責
務
の
一
つ

は
、
梅
屋
さ
ん
の
消
費
拡

大
の
包
括
的
な
支
援
。
今

こ
そ
、
従
来
の
施
策
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
更
に
実

効
性
の
あ
る
施
策
を
実
行

す
べ
き
時
。
従
来
施
策
の

評
価
と
と
も
に
新
た
な
施

策
を
問
う
。

　

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
施
策

町
長　

う
め
課
は
全
国
唯

一
の
課
と
し
て
、
様
々
な

梅
振
興
施
策
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
消
費
拡
大
で

は
、
全
国
市
場
へ
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
、
機
能
性
研

究
、
食
育
推
進
、
世
界
農

業
遺
産
認
定
等
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
情
報
発
信
に
お

い
て
は
時
代
の
流
れ
に
乗

れ
て
お
ら
ず
反
省
し
て
い

ま
す
。
専
門
家
へ
委
託
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

議
員
の
提
案
の
機
能
性

の
研
究
成
果
は
、
地
域
の

財
産
と
し
て
共
有
し
Ｐ
Ｒ

す
べ
く
協
議
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
梅
屋
さ
ん
が

を
展
開
し
て
頂
き
た
く
私

案
も
提
案
、
併
せ
て
評
価

を
。（
一
部
を
紹
介
）

「
機
能
性
の
研
究
」
県
や

田
辺
市
と
の
協
調
、
成
果

の
共
有
／
薬
事
法
に
触
れ

な
い
表
現
の
開
示
／
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
動
画
サ
イ
ト
に
よ
る

定
常
的
な
発
信
／
南
部
梅

林
へ
の
Ｐ
Ｒ
看
板
の
設
置

「
Ｐ
Ｒ
」キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

に
よ
る
全
国
Ｐ
Ｒ

「
備
蓄
梅
干
し
」
都
区
内

以
外
の
自
治
体
へ
も

「
梅
贈
り
文
化
の
創
出
」

梅
の
日
や
母
の
日
、
父
の

日
、
敬
老
の
日
に
大
切
な

人
の
健
康
や
幸
せ
を
願
っ

て
梅
干
し
を
贈
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を

「
梅
屋
さ
ん
と
の
協
働
」

そ
の
他
の
質
問

島
の
瀬
ダ
ム
の
桜
の

名
所
を
ど
う
管
理
し

て
い
く
の
か

▲政府統計e-stat「家計調査」データより
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一般質問

質問 5～10年後の地域医療について（後継者問題）
答弁 ハードルは高いが確保について前向きに

医　療 宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

 議員

質
問　

地
域
医
療
の
今
後

に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
以
前
か
ら

心
配
さ
れ
る
医
療
施
設
の

後
継
者
問
題
は
解
消
さ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
医
師
の

高
齢
化
は
病
院
の
減
少
に

つ
な
が
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
い
っ
た
課
題
は
地

域
医
療
の
衰
退
や
崩
壊
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

町
は
危
機
感
と
し
て
捉
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
解
決
策
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

再
質
問　

前
向
き
な
姿
勢

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
医
療
開
業
に
む
け
て

私
な
り
の
案
を
聞
い
て
い

た
だ
き
た
い
。
長
年
の
医

療
誘
致
に
効
果
が
な
い
と

し
た
な
ら
、
町
と
し
て
で

き
る
限
り
の
協
力
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
。
内
容
と

し
て
医
療
体
制
の
危
機
的

状
況
を
お
伝
え
し
た
上
で

建
設
予
定
地
（
町
有
地
や

地
理
的
条
件
の
合
う
用
地

買
収
）
の
無
償
提
供
は
で

き
な
い
か
。
少
な
く
と
も

町
長　

医
療
体
制
も
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
後
継

者
問
題
や
新
規
開
業
も
確

定
的
な
答
え
は
い
た
だ
い

て
い
な
い
。
医
師
の
減
少

は
地
域
医
療
や
学
校
医
の

確
保
に
も
支
障
が
あ
り
危

機
感
を
感
じ
て
い
る
。
開

業
の
可
能
性
の
あ
る
Ｏ
Ｂ

の
方
達
や
病
院
の
御
子
息

と
担
当
課
や
保
健
師
等
を

含
め
開
業
に
向
け
た
話
し

合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

金
銭
的
な
問
題
の
解
消

に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う

し
、
町
と
し
て
の
誘
致
開

業
に
向
け
て
の
後
押
し
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
で
き
る
こ
と
な

ら
病
院
施
設
や
医
療
機
器

と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
ま
ず
は

建
設
予
定
地
の
無
償
提
供

が
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
。
地
域
医
療
継
続
の
為

の
努
力
は
理
解
し
て
い
る

が
、
現
状
に
効
果
が
な
い

と
し
た
時
、
町
と
し
て
の

何
か
し
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン

が
必
要
で
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
長　

医
療
体
制
の
確
保

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状
況
。

体
制
確
保
に
向
け
て
の
検

討
は
し
て
い
き
た
い
。
用

地
提
供
が
で
き
れ
ば
と
考

え
る
が
大
規
模
災
害
を
考

え
た
時
、
高
台
と
な
る
用

地
確
保
や
立
地
条
件
、
面

積
等
の
検
討
も
必
要
。
ま

た
、
複
数
の
医
療
機
関
を

考
え
れ
ば
医
療
団
地
と
い

う
可
能
性
も
。
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問　

地
域
医
療
の

衰
退
を
考
え
た
時
、
病
院

建
設
用
地
の
提
供
を
個
人

の
無
償
提
供
と
考
え
る
か
、

住
民
の
た
め
の
無
償
提
供

と
考
え
る
か
町
長
の
判
断

と
な
る
。
今
一
度
充
実
向

け
て
の
答
弁
を
い
た
だ
き

た
い
。

町
長　

開
業
に
向
け
て
結

果
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
。
無
償
提
供
に

つ
い
て
は
他
の
産
業
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
る
。
今
後
、

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
れ

ば
無
償
、
格
安
賃
貸
の
可

能
性
も
。
開
業
に
向
け
て

考
え
て
お
ら
れ
る
フ
リ
ー

の
医
師
の
方
と
の
話
も
あ

り
不
動
産
も
扱
っ
て
い
る

業
者
と
相
談
し
な
が
ら
、

そ
の
辺
り
も
含
め
進
め
て

い
き
た
い
。
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委員会レポート

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、

12
月
13
日
、
現
在
建
設
中
の
備

蓄
倉
庫
の
建
設
状
況
や
そ
こ
に

収
納
さ
れ
る
備
品
に
つ
い
て
担

当
の
消
防
防
災
室
か
ら
説
明
を

受
け
る
と
と
も
に
現
場
を
視
察

し
ま
し
た
。

【
事
前
説
明
】

　

ま
ず
、
担
当
課
か
ら
の
説
明

で
は
、
建
物
は
鉄
骨
造
の
２
階

建
て
、
幅
約
37
ｍ
、
高
さ
９
ｍ
、

奥
行
き
11
ｍ
の
大
き
さ
で
年
度

内
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、

12
月
段
階
で
50

％
、
令
和
５
年

の
１
月
で
80
％

程
度
の
進
捗
率

を
見
込
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
備

蓄
に
関
し
て
は
、

食
糧
３
万
６
千

食
、
保
存
水
を

３
万
６
千
リ
ッ

ト
ル
、
ト
イ
レ

凝
固
剤
は
18
万

回
分
を
考
え
て

お
り
、
他
に
も
生
活
用
品
や
肌

着
、
生
理
用
品
な
ど
の
備
蓄
も

予
定
し
て
い
る
と
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
現
場
視
察
】

　

現
場
で
は
、
ま
だ
中
に
入
れ

な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
周

囲
を
回
り
な
が
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

倉
庫
内
で
の
分
別
は
、
１
階

は
比
較
的
重
量
の
あ
る
物
を
中

心
に
保
管
し
、
中
で
も
入
口
に

向
か
っ
て
の
右
側
で
は
温
度
調

整
の
必
要
な

水
や
米
、
パ

ン
等
の
食
糧

を
置
き
、
そ

の
た
め
の
空

調
も
整
備
さ

れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
賞

味
期
限
を
踏

ま
え
な
が
ら

徐
々
に
補
充

す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い

る
。
２
階
に

は
比
較
的
軽

い
日
用
品
、

衣
服
、
衛
生

用
品
な
ど
を

保
管
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

物
資
の
移

動
に
は
油
圧

式
の
リ
フ
ト

や
台
車
を
利

用
し
ま
す
。

２
階
へ
の
荷

物
の
吊
り
お

ろ
し
に
つ
い

て
は
、
１
ト

ン
程
度
ま
で
の
荷
重
に
耐
え
ら

れ
る
ト
ロ
ー
リ
ー
（
移
動
式
吊

り
機
）
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、

す
ば
ら
し
い
設
備
が
備
わ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

非
常
用
発
電
機
も
設
置
さ
れ
る

予
定
で
、
近
く
に
は
消
防
車
庫

を
建
設
す
る
と
の
説
明
も
受
け

ま
し
た
。

【
課
題
】

　

視
察
後
の
意
見
交
換
で
は
、

災
害
発
生
時
の
物
資
の
運
搬
経

路
や
避
難
道
路
の
重
要
性
を
指

摘
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
自
主
防
災
会
と
の
連
携
不

安
や
応
援
物
資
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
も
計
画
を
煮
詰
め
る
べ

き
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
も
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
不

可
欠
だ
と
の
指
摘
も
。
完
成
ま

で
に
改
め
て
内
部
の
状
況
や
新

し
い
情
報
等
を
伝
え
て
も
ら
い

た
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

現在建設中の備蓄倉庫の概要の説明を受け、現場を視察しました

総務文教常任委員会 
委員会レポート

そばに寄ると県下最大ともされる大きさを実感します

備蓄倉庫の完成イメージ
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委員会レポート

特
別
委
員
会
設
置
の
経
緯

　

3
年
前
に
、区
長
会
か
ら「
議

員
定
数
に
つ
い
て
の
検
討
を
求

め
る
要
望
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
議
会
と
し
て
旧
南
部
地

区
、
上
南
部
地
区
、
高
城
清
川

地
区
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
、
定

数
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
意
見
交
換
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

半
年
後
の
町
議
会
選
挙
は
現
状

の
定
数
で
行
う
こ
と
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

次
期
任
期
中
に
あ
ら
た
め
て
協

議
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
令
和
4
年
９
月
定

例
議
会
で
「
議
員
定
数
等
検
討

特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
近
隣
市
町
村
の
状
況
も
参

考
に
、
み
な
べ
町
議
会
と
し
て

は
議
員
ど
う
し
の
十
分
な
議
論

を
通
し
て
結
論
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
１
回
委
員
会 

9
月
16
日

　

議
員
定
数
や
議
員
報
酬
の
検

討
、
議
員
の
調
査
研
究
の
た
め

の
政
務
活
動
費
の
あ
り
方
に
つ

い
て
審
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
特
別
委
員
会
と
し
て

の
結
論
は
令
和
5
年
２
月
中
に

出
し
、
３
月
定
例
会
で
報
告
す

る
予
定
で
す
。

第
２
回
委
員
会 

10
月
13
日

１
．
日
高
、
西
牟
婁
地
方
で
議

員
定
数
等
を
変
更
し
た
議
会

に
つ
い
て
の
調
査
結
果

を
も
と
に
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

２
．
議
会
の
定
数
、
報
酬
、

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

学
識
者
を
迎
え
て
勉
強

会
を
開
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

３
．
議
員
報
酬
に
つ
い
て

は
県
内
の
各
議
会
を
参

考
に
し
つ
つ
、
町
長
が

設
け
る
第
三
者
に
よ
る

審
議
会
に
ゆ
だ
ね
る
方

向
と
し
ま
し
た
。

第
３
回
委
員
会 

11
月
15
日

　

講
師
に
大
正
大
学
社
会
共
生

学
部
の
江
藤
俊
昭
教
授
を
お
迎

え
し
「
議
会
改
革
と
議
員
定
数
、

報
酬
等
、
政
務
活
動
費
の
あ
り

方
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
修
し

ま
し
た
。

第
４
回
委
員
会 

12
月
1
日

　

第
３
回
の
講
演
研
修
や
、
両

地
方
の
各
町
議
員
数
に
よ
る
議

会
運
営
の
あ
り
方
も
含
め
、
現

時
点
で
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

委
員
か
ら
は
、

●
議
員
定
数
を
変
え
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

●
議
会
制
民
主
主
義
に
お
け
る

定
数
の
あ
り
方 

●
議
会
構
成
、
常
任
委
員
会
等

の
妥
当
な
議
員
定
数
と
は

●
人
口
減
少
時
代
に
よ
る
定
数

の
あ
り
方
は

●
女
性
や
若
年
議
員
と
し
て
の

議
会
参
加
を
高
め
る
に
は

●
各
町
議
員
数
に
よ
る
議
会
運

営
の
あ
り
方

等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　

議
員
各
自
、
住
民
と
の
交
流

の
中
で
意
見
交
換
し
、
情
報
収

集
に
努
め
、
結
論
を
求
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
再
度
、

協
議
の
機
会
を
持
ち
つ
つ
２
月

中
に
は
結
論
の
運
び
と
し
ま
す
。

議員全員で構成される特別委員会が設置されました。
議員定数や、議員報酬等についての調査や検討を行います。

議員定数等検討特別委員会
活動報告
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移住者

★みなべ出身の方がいろん

な国に行き、やっぱり地元

に帰って来てくれた。

　こんな方が増えればたい

へんうれしいです。

★今回の方のように様々な

体験をしてきた人に町とし

て、しっかりサポートして

あげてほしいです。

くらし

★暮らしやすさの観点から、

他の市町村より高齢者に優し

い町になってもらいたいです。

★人手不足といわれている中、

梅収穫ワーケーションなどの

取り組みはいいと思います。

子育て★子育て支援、いろいろやって

くれてはいるものの、支援して

もらいたいのは、経済面だけで

はなく、安心して子育てができ

る環境かと思います。この町に

は、こんな子育て支援がある、

といった何か画期的な支援があ

れば、もう 1 人育ててみようか

なと踏み出せるきっかけになる

かもしれないと思います。

構 成★図やグラフなど小さく見
にくくなりがちな所も大き

く一目で見やすくわかりや
すいと思います。文章中心

より、パっと見てわかりや
すいのはすごくいいと思い

ます。

みなべ町議会広報特別委員会では、「議会だより」の内容の充実を図るために町民の皆さん
の中から「議会広報モニター」制度を活用しています。このほど、第68号（令和4年 11
月発行）について、アンケート調査を実施し、建設的な意見をいただきましたので、今回は、
その一部を紹介します。

議会広報モニターさんの意見をご紹介

読者との交流ページ

表 紙
★表紙の子どもたちの運
動会の写真かわいかった
です。
　コロナ禍の中でもこう
いった行事が徐々にでき
るようになってうれしく
思います。

情 報
★モニターをさせていただくまでは、

議会だよりは「後で読もう…」もしく

は見出しをパラパラで終わってしまっ

ていました。町政の大事な情報ですの

で、私をはじめ、皆が興味を持って読

まなければと思います。

　各議員さんの質問に QR コードを付

けてもらっているので、簡単に視聴で

きたいへん良かったです。
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特集！子ども議会

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者
に
対
す
る
補
助
の
予
定
は
あ
る

の
で
す
か
。

高
校
通
学
に
合
わ
せ
た
時
刻
変
更
、
学
割
の
考
え
、
新
た

な
交
通
機
関
の
予
定
は
あ
る
の
で
す
か
。

■各班の感想
●緊張しましたが、最後まで原稿

を見ずに落ち着いて話すことが
できました。

●子ども議会を通じて、文章を考
えたり、覚えて発言したりするこ
とで、将来に必要な力が身につ
いたと思いました。

●3年間、みなべ町のことについて
調べてきて、最後にこのような形
で終われ、とても嬉しいです。

■各班の感想
●今回の議会での経験は将来にも

生かすことが出来ると思うので忘
れないようにしたい。

●みなべ町の現在の状況やこれか
ら実施することなど、インターネット
で調べても出てこなかった情報な
ど知ることができ、良い体験になり
ました。

●今回の子ども議会で地域のことを
知る良い機会になったと思います。

大
おお

前
まえ

璃
り

音
おん

　池
いけ

田
だ

陽
ひ

向
なた

　津
つ

本
もと

真
ま

美
み

清
し み ず

水悠
は

成
る

　小
こ

森
もり

雅
が

空
く

斗
と

　山
やま

川
かわ

一
 かずき

希

梅
収
穫
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
趣
旨
を
農
家
側
、
参
加
側
が

し
っ
か
り
理
解
し
た
上
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

来
年
度
の
実
施
に
向
け
て
、
協
力
体
制
を
整
理
し
な
が
ら

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の
高
校
通
学
に
合
わ
せ
た
時
刻
変
更

の
範
囲
は
限
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
割
引
対
象
は
障
が
い
者

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
関
し
て

は
次
年
度
に
お
い
て
、
大
学
等
専
門
機
関
に
運
行
形
態
の

見
直
し
を
含
め
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

質
問

質
問

当
局

当
局

みなべ町のワーケーション町内の交通網の整備 1班2班

11 月 11 日（金）、高城中学校３年生による「子ども議会」が、庁舎内の議場で開催され
ました。入学以来、地域の歴史や文化、産業など様々な分野について学習してきた集大成
として、「地域の未来を考える」「地域に貢献する」という視点から熱い思いを町長に投げ
かけました。

議会終了後、感想の第一声は「とても緊張しました。」との声が多かったなか、最後には
全員が「良い経験ができました。ありがとうございました。」とあいさつされたのが印象的
でした。

一般質問を終えた子どもたちの感想も含め、その一部を紹介します。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
か
ら
鋭
い
質
問

子どもたちが発信！
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ふ
る
さ
と
納
税
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

■各班の感想
●私たち中学生の考えをみなべ町

の取り組みに反映させることが
できるので、ありがたい機会で
あったと思います。

●今日の議会で新しいことを知れ
たので、自分にできることをして
いきたいです。

●町長がわかりやすく、しっかり答
えてくれたので良かったです。

楠
くす

谷
たに

日
ひ

菜
な

　永
なが

井
い

聖
せい

也
や

　早
はや

田
た

すずな

令
和
３
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
普
及
事
業
、

第
３
子
以
降
給
食
費
補
助
事
業
な
ど
に
活
用
し
、
残
高
は

「
地
域
づ
く
り
基
金
」
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

質
問

当
局

みなべ町の財政5班

特集！子ども議会

　　　　　　　　　  井戸教育長
中学生の時期に町の行政や仕組みについて学び、本番さながらの議会を体験できたことはすば

らしい。町長はじめ課長からの丁寧な回答は、君たちの熱い姿勢が将来みなべ町を背負っていく
人材育成につながるよう、期待を込めたものだ。学校で身につけた力がその後、社会に役立つこ
とが教育の目的でもある。将来、みなべ町に残って、町の発展、活性化に一役を担う人となって
ほしい。

最後に！
「子ども議会」をメインで担当してくれ、調べるこ
とに協力してくれた先生方、また、私たちのために、
この場を作ってくれたみなさま方に感謝しています。
主に答弁してくれた町長さん、ありがとうございま
した。

「みなべ町の未来へ」　

「子ども議会」の総括

議会を終えて全員集合！

ど
の
よ
う
な
方
法
で
農
業
従
事
者
や
担
い
手
不
足
問
題
、
耕

作
放
棄
地
を
減
ら
し
て
い
く
の
か
、
計
画
は
あ
る
の
で
す
か
。

み
な
べ
町
の
出
生
数
を
増
や
す
た
め
の
対
策
は
あ
る
の
で

す
か
。

■各班の感想
●どんなふうに文章を作れば相手

に伝わるのかなど色々考えなが
ら作成しました。1年生からやっ
てきたことを議場でしっかりと言
うことができました。

●知らなかった事業や取り組みが
わかり、とても勉強になりまし
た。

■各班の感想
●出生数を増やすには、子育てし

やすい環境づくり、住みやすい町
づくりが大切で、町ではたくさんの
対策をとっていることがわかりまし
た。

●貴重な経験ができたと思います。
少しでもみなべ町のために努力し
ていきたいと思います。

　前
まえしばいつき

芝樹　　　寺
てら

谷
たに

洋
よう

祐
すけ

森
もりもと

本華
か

望
の

　　　柳
やぎゅう

生玲
れ

衣
い

町
で
は
、
国
の
新
規
就
農
者
支
援
制
度
（
経
営
開
始
資
金

制
度
・
経
営
発
展
支
援
事
業
・
経
営
継
承
発
展
支
援
事
業
）

を
利
用
し
、
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
対
策
で
は
、
遊
休
農
地
リ
フ
ォ
ー
ム
加
速
化

事
業
（
上
限
１０
万
円
／
１０
ａ
）
が
あ
り
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
、
乳
幼
児
の
検
診
事
業
、
保
育
所
の

充
実
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
助
成
等
、
年
齢
に
応

じ
た
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら

「
み
な
べ
町
出
産
育
児
応
援
金
」の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

質
問

当
局

当
局

これからの第一次産業子育てしやすい町づくり 3班4班
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議
会
だ
よ
り
　み
な
べ
第
6
9
号
　
令
和
5
年
2
月
１
日
発
行

発
行
　
和
歌
山
県
み
な
べ
町
議
会

〒
6
4
5
-0
0
0
2
和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
7
4
2

TEL　
0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
4
　
FA
X
　
0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
5

議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い

3
月
議
会

3
月
2
日（
火
）午
前
９
時
～

次
回
の
議
会
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

「一目百万、香り十里」名実ともに日本一を誇る「梅の里」
みなべ町の壮大な自然の中を駆ける大会です。

●スタート日時
　　　　令和5年2月19日（日）
　　　　午前8時30分
●スタート/ゴール　高城公民館
●主催　梅の里トレイルラン実行委員会
●後援　みなべ町体育協会
　　　　みなべ町スポーツ推進委員会
　　　　梅の里スポーツクラブ

●イベント内容
　　　　『第 7 回グルメ甲子園』『やにこい梅の種射的』
　　　　『地域物産展』『軽トラ市』
●日時　令和 5 年 2 月 12 日（日）
　　　　午前 9 時～午後 3 時
●場所　旧清川中学校
●主催　みなべ町、JA 紀州、みなべ梅対策協議会
　　　　みなべ町商工会青年部

●梅の里トレイルラン 2023

●ＵＭＥ－１フェスタ in 梅の里
　みなべ 2023

町 内 あ れ こ れ

あ

と

が

き

１２
月
２１
日
に
議
会
が
閉
会
し
て
か
ら
議
会
だ
よ
り
作

成
に
む
け
、
表
紙
に
使
う
写
真
の
撮
影
や
当
局
へ
の
聞

き
取
り
、
子
ど
も
議
会
の
取
材
、
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
の

と
り
ま
と
め
な
ど
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
予
定

通
り
２
月
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
住
民
の
方
か
ら
「
議
会
だ
よ
り
読
ん
で
る
よ
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
認
知
度
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。
若
い
世
代
の
方

た
ち
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
に
変

え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

議
会
や
行
政
の
内
容
に
は
形
式
ば
っ
た
表
現
や
専
門

性
の
高
い
表
現
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
た
り

を
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
か
が
広
報
委
員

会
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
号
改
良
を
重

ね
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

山
本
秀
平


